
○拝済卓I省において､我が国も造Jtの兵争力を支え､手引する人材を育成するため､
青学が2E兼して科学的な知見にJt付けられた熊道現坤の相IJ合わせ力､マネジメン
トカ､月辺との+葺化Iのスキル ･ノウハウを持った r中桟人材｣を育成する ｢産
宇浬溝熊道中株人材書成事業｣を芙施しています.

o巷諾干詣 tîもJr慧 瓢 壬!lTz% rgt#th]l!=詣 諸 悪Erd琵 君欝 聖51/T
カネをJL大隈に活用するマネジメント能力の向上をBlる教育カリキュラムMOM
(マネジメント･オブ･マニュファクチャリング)のれ弗を進め､平成20年良には､
社会人7IJEを正式にM7tする予定です.

0号Plは､MOMの一辞であるTOC (制XI条件の理論)､プロジェクト･マネジメント
の亡者介として rTOCによる生麦 ･SCM羊新プロジェクトの■8I～自b幸fl品メー
カーのケース｣｢ドーバー海蛾トンネルプロジェクトiL行事BIに学ぶ｣の二Jli_T#瀦
Aくとともに､九州大学で取り軽んでいる r在学連J!れ道中1丈人材育成事業｣の1干
葉についても括介載します｡

○産Jt界での最争力強化のために､非7Fに事考になるgf訴内省ですの'C企JK♯号音を
はじめ､tlm 心あIJます皆様のL_-?加をお待ちしています.

｡時/平成19年2月23日(金)13=00-17=20

1所/チサンJTtテル博多 フォレスタ
(JMr市18 区1W 前2-8-11TELO92･411-3211)

主 催/九州大学ものづくりスーJt一中破人材書棚 JL全
トラフル処理･コミュニケーションJJ鶴

gt荘/九州斬 棚 .(社)九州脚 合金､(肘)九州毒崩 センター.日本フE)ジェクト
(予J!) マネジメント七会.フE)ジ=クト･マネジメント学会､(社)福

佐1児t■dt金A=集会連合会.Jt的=集会､IR本県=集連合会.大分県=兼El体
連合会.(社)舌+点工集会､(封:)血児JL県工兼脚 .(社)Jb =兼クラブ

13･00-14=00主催者挨拶/産学連携製造中桟人材育成事業仕手
九州大学=学研究院 載遵 北* ♯一氏

- 14.10-15=40｢ドーバー海扶 トンネルプロジェク ト茅行事例に学ぶ｣

プロジェク ト･マネジメントコンサルタントIJl石JtI介氏

15:50-17:20rTOCL=よる生産 ･SCM羊新プロジェク トの事例

～自動車部EIE'Elメーカーのケース｣
(秩)日本持合研究所 主任研究且 稔■ t一氏



TOCによる生産･SCM革新
プロジェクトの事例 _ElbJI書昌メーカーのケース

(樵)日本捲合研究所 主任研究員松崎 健一氏プロフィール1993年京都大
学大学院=学研究科赦理工学専攻書7雀､住友金JtZ菓株式会社におけ

るORロジ
ック日先､SCM EC轍枯立兵などを点て.2001年に日本

抱合GF究所入社.専門はTOCによる生産車も‡SCM
革薪.システム化構想先走.薫耗改革､SCP ERP書人な

ど.米AGl言l定TOCコンサルタント.独SAP社認定APO

コンサルタントのjt格を持つ.11

■tt競争激化でJtR益向上が-JP正しく在ってきている現

在､多くの企業では企業競争力の強化を目指し､サプライチェー

ン分野や生産分野においても様々な改善活動が行われている｡し

かし､それらの大半は､多くの時間､労力､iS金を投入する

にも関わらず､大きな利益改善を実現出来ずにいる.TO
C (制約条件の理論)の考え方をサプライチェーンや生産に運用することにより､実需に基'jく在庫補充方式に変革し

､生産全体にわ1=る仕組みを再構築し､短期間で大崎な

改善効果を実現すること力可能｡今回､改革の強力な武器となるTOCソ

リューションの基礎的考え方を､実際のプロジェクトにおけ

る効果実現のメカニズム､具体的実施手順など､自動

車部[.E'llメーカーのケースを交えてわかりやすく紹介する｡ ドーJl一海峡トンネルブE

lジェク ト遂行事例に学ぶプロジェクト･マネジ

メントコンサルタント小石原 健介氏プロフィール196
3神戸商船大学4&同学科卒真鶴.Eq西汽船における外抗船

舶での海上地表を捷て､1967年川持主工蓋に入社.Eg内外プロジェク

ト建設所長､=チ部長､胡二内PM棚 など歴任.南アフリカ
ISCOR製載所製白プロジェクト.食滞cSC製鉄所製hプロジ

ェクト､ドーバー海峡トンネルプロジェクト､関西Eq椿空港触
プロジェクト等に携わる.2000年に川Lテクノサービスに移り､PM研捗講師､P2MのRl発執事に壬たわる.2004年

同社浪社.現在､プロジェクト･マネジメントコンサルタント

としてPM普及活軌こ従事.JJl■T20世紀方便のピック

プロジェク トといわれたドーバー海峡トンネルプロジェクトは､日

欧国瞭協力による､世界長先端の技術をJS便して､1986

年5月の工事着工から1994年5月のBEl業まで僅か8

年で欧州200年の夢を実現させたプロジェクトとして知られている｡本講演では､フランス側海底 トンネル坂

削4&プロジェクトに手加した日本企業の現地所長として､プロジェク

トマネジメントの我点からプ

ロジェクトの全体像､プロジェクトファイナンスによるE大民活手巣がもたらす地熱Tl=朋との閃い､全体最適化実現へ向けての莞滞Tlる契約上の仕組み､広篭日に

およJSl欧州詞運とそのエキスぺタイトの実態についてとりあ


